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　インディアナ州の北の端，西へ寄

つたところに，サウス・ベンドとい

う小さな町がある。北のミシガン州

に螢したtント。ジヨセ7河が南に

　　　　流れてインディアナ州に流れこみ，

大」きく轡曲して北に流れ，再びミシ

ガン州に入つて｝ミシifン湖にそそ
｝、、でいる．南caotamnSにでtk町
／が・…べ・・で・・．・・は＋

　数萬，小ぎれいな小都曾である。ス

　テ；一ドK一力一とベンデイックス

　の二大工場が町の経濟をうるおして

　いるD街の中心商店街は丁鹿銀座位

　の大きさ，デパートの階撒も銀座の

　デパート位，ただ銀座より籐程きれ
　　　　　　’　いである。支那料理屋が3軒ある。

　日本料理屋はない。日本入二世の家

　族が三つほどあるo純梓の目本人は
　　　　　　　　　　　　　　　　■
　私が一人。

　　郊外に出ると，あくまで李らなイ

　ンディアナの臓野力：，無限につづい

　ている。ところどころに雑木林があ

　り，その間に小さな湖が青く光つて

　いるo
　　サウス・ペンドの北側のシテt・

　　リミツトを閏たところに，ノートル

　デーム大學がある。セント・メリー

t　に，セント；ジsセフという二つの
1小さ、鴨緑の芝生，つた，編栗
i鼠，小島花，。島ゆに、，ま

i㌘禦嫉墨鍍糠
．傷り，．。ば．ル．。，弘曜

i麗㌶響糠馳
1流である。私の一年半の漆米中，三
r

l分の二をすど．したのは，この大學と

1サウス・ベンドの北西部にある私の

1下宿の＿室の中であつた。

1　朝八時牛に枕もとの目畳しが鳴

1。．2。分でひ晩拗、ルクを＿

i鰍ん・・，．パイ・チ・・レー・をほ

　ほばったまま，玄聞の前にパー．クし

　ら挨拶しながら，セント。ジaセブ

　河にそつた公園をぬけてrミシガン

　アヴェニユ’のつづきであるハイウ

　ェイ31番を北へすすみ，有に折れ
　ると大學でth，　6。下宿から大學まで

海外だより

の晶活士、
デ生隆

　
ル生ロト

｛嘩僑ノ

2哩牛，約六分である。工學部の建

物の近くのパーキング・ロットにバ

ークして，研究室K二行くと大盤9時

10分頃。

　午前中3時間もオプァィヵル・t

＝オメーターをのぞき込んでいると

ずいぶんllがつかれて來る。友鑑蒼：

さそつて大學のキ1・フーzテリヤF：．；｝

食K二行くo肉の一品料理にサラタ㌔

ミノレク，　果物のノぐイ，　いつもこ‘りt，）c

の叢飯を食べる0　70セント位c，食

堂でしばらく駄辮つたり，湖のほと

りを散歩しながら，東洋諸國から來

た留學生と東洋問題を議論したりち

するQ「とにかくn本は大きなミス

テークを胸かしたoしかしこれから

は仲よくやつて行こう」これが被等

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　」
つて，熊をっづけ。．ともあ。。1

學位論女の完成を念ぐ大學院學生が　！

いつも、，三人液1嚇頃ま磯つi
て，こ一，．tつやつている。　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　・］
　下宿に館ると下宿の溜婆さんt：，　1
「・バート，　・）・IUt．よい手紙蘇て1

いるよo浴印を見，ると5口前に口本　｝　　’

・ttl・Lて…e．・・けど＿幽ぺ1

という國はどこにあるの？」「ここ　：

　　　　　　　　　　　　　　　　：から8000哩はありま「テ』よ」　「8000
　　　　　　　　　　　　　　　　1
nle・　？おどろいた！日本「c　ts　e　V　i．

ATス肋るのかしら～」「もち列
んありますよ。街にはクリスマス・　・
，。リ．櫛。し，子f燵はやつばi

・・・…一・・嫉・ら入つて｝

來るのだと思つていますよ」
膿日＝P…）・1・闘哩まで，　・h・ee　i

生達は實によく勉彊する。しかしウ

ィークエンド｝まリ．クリ＝一ション1こ

使われる。ダウン’タウンのYWCA

が一週おきの上曜「1に，オープン・

ノ、ウスのグンス・パーティを昌胃くO

だれが行つてもよいし，ことに外國　，

學生漱迎である［tアメリカに行つτ

　　　　　　　　　からおぼえた．下

　　　　　7ットボールの日のノートル・デーム大醗
左の妊働は．r：鍛zz．中央の金色のドーt，　’P”大服木部，カメラと厘封のh’向

に7・ントガーL／7スタデイアノ．tt涛．るo

の大部分の論調であるD　．

　1時からまた實瞼をはじめ，　3時

頃になるとまた一．寸’息をぬ≧たくな

るo　「ロバートロバドノレに｛iこう＿

「オーケー．」というわけで，大學内

のコーヒースタンド・ハ｝”ルにアイ

スクリームを食べに行くo　Hudd工e

というのは群るとか急いで｛乍るとい

う意味で，コーヒーXタンドの名前

である0

　5時まで實験をつづけて，キャ7

エテリアで夕食をとe，そのまま蹄

ることもあるカ㍉また實験室1こもど

可三なステツ　フ．一で

踊つたり，　レフ

レッシニメント

のサンドウィリ

チを食べたりす

るのもまた樂し

し、o

　シカゴがサウ

x・Kンド／）」ら

工00哩位の距離
F《：あるの一（：一，　2

ケ月｝こ一度位iよ

ウイークzンド

Kニシかゴまで崩

　て行くn同忠を四五へ勧誘して，

ガソリン代を割かんにしてドライヴ

すると，電車賃の十分の一位になつ

てしまう。白動車が4台すれ遽うこ

とのできる7オア・レーン・ハイウ

ェイを7D哩のxピードで，すつと
ばす時の爽快さはわすれられない‘，

　思いtllというものは美しUtもので

あるoどんな小さい曲り角も駒ぼえ

てしまつたoサ1’7スペンドの街，還

くから見えるノートル・デームの金

のドームと数會の尖塔は，私にとっ

て第二の故郷のようになつかしい。

　　　　　　　　（1951・2・9）
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